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otherbait. The selecte(1baitsmust not be

rcpl.lCCdbytheother,sincethebaitconsumption

olNorwayratsmayv.lricd with thenutrient

contentortllebait.7)

Summzlry

lntheprcscntpaper.the.luthors(lcaltwitha

methodtoroughlyestimatetheWHdratpopula･

lionby using thebaitconsumption,and had

conlptlredthereliabilitywithanaccuratetrapping

method.Thetestswereconducted inalarge

poultryfarm inGotenbaCityduringthemiddle

tendaysofSeptember,1974.

Theresultsshowedthatratsatethetestbait

consistedofgroundcerealdietatrateofabout

16% oltheirbodyweightperdays.Thus,the

numberolaverageadultorNorwayratcouldbe

roughly estimated by dividing thetotalbait

consumptioningramsbyIlo.orlVhichingr.lmS

corrcsr)ondwiththed.lHybaitconsumptiono【an

.lVCr叩Cadultrtlt.Thismethod may notbc

sulficicnttocstimatcthepopulationintheplace

whcrctoomuchotherbLlitisaVaHablcforthe

ratswillprobablyleedonotherlooく1.
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米松につくドクガ Orgyz'aI)selLdotsugata は113を

徹舵的に食いつくし,大きな告を与えることで村名で

あり,しかもしばしば大発生する.したがって初期の

発生消長を知ろことは爪変で.フェロモントラップは,

この目的に有用である.

そこで,6,000匹の確の股部末n'utを呪化メチレンで

抽【lル .粗フェロモンを符た.この状闇で官能韮テス

トを行なった結果,アルコール性の NaOH,あるい

はJ純水斬慨と加熱還流してもどちらも活性が残 り,

LiAIHlで活性が消滅することから, アルデヒド,ケ

トン,エポキシ兆の存在が示された.酢慨と16時閃,

105oCに加熱しても(この発作で disparlure:Z-7.8-

epoxy-2-mcthyloctadccancはm牡を失う)ifI'性が或

ることから.エポキシ).q･の7j:I/Eは石rji:された.tyl,h水

添や,オゾンとの反応,あるいは.m-chloropcrbcn･

zoicacidとの反応で活性が欠なわれることから,-一

つもしくは数個の多言r(紙合の存在が示された.

アルミナのカラムクロマトグラフィーで精製したフ

ェロモン活性部は,GLC(3% SE-30:1.2mx6mm)

で2主成分を示し,そのうちの1つのピークに強い活

性があっ1=.

このもののマススペクトラムは,nl/C308(C2lHIOO),

169(ClllT210).167(CIltIl90).124(C91IJl)にピー

クを与えた. m/C169.167は作Dn刻によってLLじる

イオン,124の).r,･qrlピークは.McLafrerty位位によ

ろ忙Lt'T.LP-クと.yl'えられることから.car_bony1-21T,･は
11位にあると考えまた,掛iJr.ピーク124が兆叩ピーク

になるのは,LE成したオレフィンが安定化するためで

あると考えられることから6位のオレフィンが考えら

れ,フェロモンは.6-heneicosen-ll-oneと抑定され

た.フェロモンのオゾン分解生成物と,1-hexadecen-

6-oneのオゾン分肝生成物がGLC上,同--Rtを与

えることからも6位のオレフィンの存在が文持された.

(Z)一罪牲休と.(E)-TQt'1･:体を合成して GLC分析

したところ.(Z)一休が大君氏のフェロモンと｢11じRtを

しめした.

以上のことから.米松ドクガのtll三フェロモンは.

(Z)-6-hcncicoscn-1トoncと決起された.火映当':での

LL物検正では.(Z)一体,(E)一休,ともに強い活性を

和したが,200ngの合成物と5匹の雌腹部抽出物 (1

匹の雌は40ngのフェロモンを含むと考えられる)と

杏,比較選択させたところ,(E)一体と雌では1:5で

雌の方に誘引されたのに対し,(Z)一体と雌とでは4:

1で合成物の方に強く誘引きれた. (北村失彬)
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